


















はじめに

　大阪市では行政レベルのシステムプログラムを基盤とした母子保健システム

の確立を目標に乳幼児健診を行っている。関連機関との協力により健診の実態

把握を行い、システム化されたプログラミングに基づいて相互にフィードバッ

クさせ、新生児→乳幼児(3 ヶ月、1才 6ヶ月)→3才児健診を再評価している。

昨年は個々の児の経時的発達と健康状態を一貫して把握し得、且つ地域の健診

結果を総合比較した資料をシステム改善に役立て得ることを目的とした「母子

健康管理票」を作成し、一貫した健診を行いつつある。


